『論語集注』孔子聖人論の思惟 by 安本 博
二
一
は
じ
め
に
『
論
語
』
の
代
表
的
注
釋
書
の
一
つ
で
あ
る
『
論
語
集
注
』（
以
下
『
集
注
』）
と
略
す
）
で
指
摘
さ
れ
る
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
孔
子
の
神
格
化
が
𦦙
げ
ら
れ
る
。『
集
注
』
の
言
葉
に
即
し
て
言
え
ば
、
孔
子
聖
人
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
釋
迦
が
生
ま
れ
落
ち
た
と
き
に
天
上
天
下
唯
我
獨
尊
と
稱
し
た
と
い
う
傳
説
に
類
似
さ
せ
る
よ
う
に
孔
子
は
生
ま
れ
な
が
ら
し
て
の
知
者
（
聖
人
）
で
あ
っ
た
と
解
釋
す
る
。
孔
子
の
絶
對
化
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
解
釋
の
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
分
析
し
て
朱
子
を
初
め
と
し
た
『
集
注
』
の
思
惟
の
特
質
を
追
っ
て
み
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
指
す
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
考
察
す
る
に
當
た
っ
て
密
接
な
關
連
が
あ
る
と
考
え
る
中
國
的
思
惟
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
相
即
の
論
理
に
つ
い
て
も
考
察
の
對
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
課
題
を
追
求
す
る
に
あ
た
っ
て
取
り
上
げ
た
の
は
、「
爲
 政
篇
」
の
以
下
の
章
句
に
対
す
る
『
集
注
』
の
解
釋
で
あ
る
。
こ
の
章
句
は
、
孔
子
自
身
が
七
十
年
の
生
涯
を
回
顧
し
て
人
生
の
節
目
毎
に
自
己
の
學
問
と
思
想
形
成
の
過
程
を
述
懷
す
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
章
句
に
対
す
る
『
集
注
』
の
解
釋
を
考
察
す
る
と
『
集
注
』
の
思
惟
の
特
質
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
以
下
の
章
句
は
、『
論
語
集
注
』
で
は
「
爲
 政
篇
」
の
第
四
章
と
し
て
章
立
て
さ
れ
て
い
る
餘
り
に
も
有
名
な
言
葉
で
あ
る
。
以
下
に
本
文
及
び
『
集
注
』
の
原
文
と
訓
讀
文
を
擧
げ
て
お
く
。
な
お
、
本
文
は
太
字
で
表
し
、『
集
注
』
は
通
常
の
字
體
で
表
記
し
て
い
る
。
訓
讀
文
は
、
論　
　
　
説
『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
安　
本　
　
　
博
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
二
二
本
文
と
『
集
注
』
と
を
別
個
に
し
た
。
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
于
學
、
古
者
十
五
而
入
大
學
。
心
之
所
之
謂
之
志
。
此
所
謂
學
、即
大
學
之
道
也
。
志
乎
此
、
則
念
念
在
此
而
爲
之
不
厭
矣
。
三
十
而
立
、
有
以
自
立
、
則
守
之
固
而
無
所
事
志
矣
。
四
十
而
不
惑
、
於
事
物
之
所
當
然
、
皆
無
所
疑
、
則
知
之
明
而
無
所
事
守
矣
。
五
十
而
知
天
命
、
天
命
、
即
天
道
之
流
行
而
賦
於
物
者
、
乃
事
物
所
以
當
然
之
故
也
。
知
此
則
知
極
其
精
、
而
不
惑
又
不
足
言
矣
。
六
十
而
耳
順
、
聲
入
心
通
、
無
所
違
逆
、
知
之
之
至
、
不
思
而
得
也
。
七
十
而
從
心
所
欲
、
不
踰
矩
。
從
、
如
字
。
從
、
隨
也
。
矩
、
法
度
之
器
、
所
以
爲
 方
者
也
。
隨
其
心
之
所
欲
、
而
自
不
過
於
法
度
、
安
而
行
之
、
不
勉
而
中
也
。
程
子
曰
、
孔
子
生
而
知
之
也
、
言
亦
由
學
而
至
、
所
以
勉
進
後
人
也
。
立
、
能
自
立
於
斯
道
也
。
不
惑
、
則
無
所
疑
矣
。
知
天
命
、
窮
理
盡
性
也
。
耳
順
、
所
聞
皆
通
也
。
從
心
所
欲
不
踰
矩
、
則
不
勉
而
中
矣
。
又
曰
、
孔
子
自
言
其
進
德
之
序
如
此
者
、
聖
人
未
必
然
、
但
爲
 學
者
立
法
、
使
之
盈
科
而
後
進
、
成
章
而
後
逹
耳
。
胡
氏
曰
、
聖
人
之
教
亦
多
術
。
然
其
要
使
人
不
失
其
本
心
而
已
。
欲
得
此
心
者
、
惟
志
乎
聖
人
所
示
之
學
、
循
其
序
而
進
焉
。
至
於
一
疵
不
存
、
萬
理
明
盡
之
後
、
則
其
日
用
之
間
、
本
心
瑩
然
、
隨
所
意
欲
、
莫
非
至
理
。
蓋
心
即
體
、
欲
即
用
、
體
即
道
、
用
即
義
。
聲
爲
律
而
身
爲
 
度
矣
。
又
曰
、
聖
人
言
此
、
一
以
示
學
者
當
優
游
泳
、
不
可
等
而
進
、
二
以
示
學
者
當
日
就
月
將
、
不
可
半
途
而
廢
也
。
愚
謂
聖
人
生
知
安
行
、
固
無
積
累
之
漸
、
然
其
心
未
嘗
自
謂
已
至
此
也
。
是
其
日
用
之
間
、
必
有
獨
覺
其
進
而
人
不
及
知
者
。
故
因
其
近
似
以
自
名
、
欲
學
者
以
是
爲
 則
而
自
勉
、
非
心
實
自
聖
而
姑
爲
 是
退
託
也
。
後
凡
言
謙
辭
之
屬
、
意
皆
放
此
。
子
曰
は
く
、
吾
十
有
五
に
し
て
學
に
志
し
、
古
者
十
五
に
し
て
大
學
に
入
る
。
心
の
之
く
所
之
を
志
と
謂
ふ
。
此
こ
に
謂
ふ
所
の
學
は
、
即
ち
大
學
の
道
な
り
。
此
に
志
せ
ば
、
則
ち
念
念
此
に
在
り
て
之
を
爲
 し
て
厭
は
ず
。
三
十
に
し
て
立
ち
、
以
て
自
立
す
る
有
れ
ば
、
則
ち
之
を
守
る
こ
と
固
く
し
て
志
を
事
と
す
る
所
無
し
。
四
十
に
し
て
惑
は
ず
、
事
物
の
當
に
然
る
べ
き
所
に
於
い
て
、
皆
疑
ふ
所
無
け
れ
ば
、
則
ち
之
を
知
る
こ
と
明
ら
か
に
し
て
守
る
を
事
と
す
る
所
無
し
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知
り
、
天
命
は
、
即
ち
天
道
の
流
行
し
て
物
に
賦
す
る
者
な
れ
ば
、
乃
ち
事
物
當
に
然
る
べ
き
所
以
の
故
な
り
。
此
を
知
ら
ば
則
ち
知
る
こ
と
其
の
精
を
極
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二
三
は
め
て
惑
は
ざ
る
こ
と
又
言
ふ
に
足
ら
ず
。
六
十
に
し
て
耳
順
ひ
、
聲
入
れ
ば
心
に
通
じ
、
違
逆
す
る
所
無
し
。
之
を
知
る
こ
と
の
至
り
に
し
て
、
思
は
ず
し
て
得
る
な
り
。
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
て
矩
を
踰
ゑ
ず
、
と
。
從
は
字
の
如
し
。
從
は
、
隨
な
り
。
矩
は
、
法
度
の
器
、
方
を
爲
 す
所
以
の
者
な
り
。
其
の
心
の
欲
す
る
所
に
隨
ひ
て
、
自
ら
法
度
を
過
ぎ
ず
、
安
じ
て
之
を
行
ひ
、
勉
め
ず
し
て
中
る
な
り
。
程
子
曰
は
く
、
孔
子
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
な
り
。
亦
た
學
に
由
り
て
至
る
と
言
ふ
は
、
後
の
人
を
勉
め
進
め
る
所
以
な
り
。
立
つ
と
は
、
能
く
自
ら
斯
の
道
に
立
つ
な
り
。
惑
は
ざ
る
は
、
則
ち
疑
ふ
所
無
き
な
り
。
天
命
を
知
る
は
、
理
を
窮
は
め
性
を
盡
す
な
り
。
耳
順
ふ
は
、
聞
く
所
皆
通
ず
る
な
り
。
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
て
、
矩
を
踰
ゑ
ざ
る
は
、
則
ち
勉
め
ず
し
て
中
る
な
り
。
又
曰
は
く
、
孔
子
自
ら
其
の
德
を
進
む
る
の
序
を
言
ひ
て
此
く
の
如
く
す
る
者
は
、
聖
人
は
未
だ
必
ず
し
も
然
ら
ざ
る
も
、
但
だ
學
ぶ
者
の
爲
 め
に
法
を
立
て
、
之
を
し
て
科あな
を
盈
た
し
て
而
る
後
に
進
み
、
章
を
成
し
て
而
る
後
に
逹
せ
使
む
る
の
み
。
胡
氏
曰
は
く
、
聖
人
の
教
亦
術
多
し
、
然
れ
ど
も
其
の
要
は
人
を
し
て
其
の
本
心
を
失
は
ざ
ら
使
む
る
の
み
。
此
の
心
を
得
ん
と
欲
す
る
者
は
、
惟
だ
聖
人
示
す
所
の
學
に
志
し
、
其
の
序
に
循
ひ
て
進
む
の
み
。
一
疵
存
せ
ず
、萬
理
明
ら
か
に
盡
く
る
の
後
に
至
れ
ば
、
則
ち
其
の
日
用
の
間
、
本
心
瑩
然
と
し
て
、
意
の
欲
す
る
所
に
隨
ひ
て
、
至
理
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
蓋
し
心
は
即
ち
體
、
欲
は
即
ち
用
、
體
は
即
ち
道
、
用
は
即
ち
義
に
し
て
、
聲
は
律
と
爲
 り
て
身
は
度
と
爲
 る
。
又
曰
は
く
、
聖
人
此
を
言
ふ
は
、
一
は
以
て
學
ぶ
者
當
に
優
游
泳
と
し
て
、
等
を
ゑ
て
進
む
可
か
ら
ざ
る
を
示
し
、
二
は
以
て
學
ぶ
者
は
當
に
日
に
就
り
月
に
將
む
べ
く
し
て
、
途
を
半
ば
に
し
て
廢
す
可
か
ら
ざ
る
を
示
す
な
り
。
愚
謂
へ
ら
く
、
聖
人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
知
り
安
ん
じ
て
行
ひ
、
固
よ
り
積
累
の
漸
無
し
。
然
れ
ど
も
其
の
心
未
だ
嘗
て
自
ら
已
に
此
に
至
る
と
謂
は
ざ
る
な
り
。
是
れ
其
れ
日
用
の
間
、
必
ず
獨
り
其
の
進
む
を
覺
え
て
人
の
知
る
に
及
ば
ざ
る
者
有
り
。
故
に
其
の
近
似
に
因
り
て
以
て
自
ら
名
づ
け
、學
ぶ
者
是
を
以
て
則
と
爲
 し
て
自
ら
勉
め
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
心
實
に
自
ら
聖
と
し
て
姑
く
是
が
退
託
を
爲
 す
に
は
非
ざ
る
な
り
。
後
の
凡
そ
謙
辭
を
言
ふ
の
屬
は
、
意
皆
此
に
放
ふ
。
『
四
書
集
注
』、
と
り
わ
け
『
論
語
』
の
そ
れ
は
、
初
學
入
門
の
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
味
讀
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
考
え
抜
か
れ
た
注
で
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
注
を
越
え
て
自
ら
の
思
索
と
思
想
を
凝
縮
し
た
文
言
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
も
出
來
る
著
述
で
あ
ろ
う
。
朱
子
學
の
全
體
像
を
理
解
し
て
い
る
専
門
の
朱
子
研
究
者
か
ら
見
れ
ば
、
異
論
を
挾
ま
れ
、
稚
拙
だ
と
の
批
判
を
蒙
る
か
も
知
れ
な
い
が
。
朱
子
の
思
惟
の
根
本
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。
朱
子
の
思
想
全
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
的
外
れ
な
見
解
と
の
譏
り
を
免
れ
難
い
が
、
朱
子
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
二
四
の
思
惟
と
學
問
の
根
本
は
、「
大
疑
錄
」
の
次
の
言
葉
に
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
有
疑
要
無
疑
、
無
疑
要
有
疑
（
疑
ひ
有
る
は
疑
ひ
無
き
を
要
し
、
疑
ひ
無
き
は
疑
ひ
有
る
を
要
す
）
思
惟
の
根
本
を
絶
對
的
懷
疑
つ
ま
り
懷
疑
の
相
對
化
に
置
い
て
い
る
と
言
え
る
朱
子
が
何
故
孔
子
の
聖
人
性
に
つ
い
て
「
生
知
安
行
」
と
評
し
、
絶
對
的
人
格
と
し
て
の
聖
人
説
を
説
く
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ま
た
考
え
て
見
る
べ
き
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
か
か
る
問
題
を
考
え
る
前
に
、
こ
の
章
句
に
對
す
る
『
集
注
』
の
獨
や
偏
見
を
指
摘
し
て
対
峙
的
批
判
的
に
解
釋
し
て
い
る
、
つ
ま
り
『
論
語
』
の
孔
子
の
言
葉
に
即
し
て
解
釋
し
よ
う
と
す
る
代
表
的
注
釋
書
で
あ
る
伊
藤
仁
齋
の
『
論
語
古
義
』、
荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』、
及
び
程
樹
徳
の
『
論
語
集
釋
』
の
見
解
を
取
り
上
げ
て
、『
集
注
』
の
解
釋
の
特
異
性
と
比
較
さ
せ
て
お
こ
う
。
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
厭
わ
ず
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
伊
藤
仁
齋
の
『
論
語
古
義
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る）1
（
。
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
于
學
。
堯
舜
禹
湯
文
武
周
公
治
天
下
之
大
經
大
法
、
謂
之
道
。
志
於
學
者
、
欲
以
其
道
修
己
治
人
、
爲
天
下
開
太
平
也
。
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公　
天
下
を
治
む
る
の
大
經
大
法
、
之
を
道
と
謂
ふ
。
學
に
志
す
と
は
、
其
の
道
を
以
て
己
を
修
め
人
を
治
め
、
天
下
の
爲
 め
に
太
平
を
開
か
ん
と
欲
す
る
な
り
。
三
十
而
立
。
立
者
、
自
立
于
道
也
。
學
既
爲
己
有
、
而
不
爲
利
祿
邪
説
所
變
移
搖
動
也
立
つ
と
は
、
自
ら
道
に
立
つ
な
り
。
學
既
に
己
が
有
と
爲
 り
て
、
利
祿
邪
説
の
變
移
搖
動
す
る
所
と
爲
 ら
ざ
る
な
り
。
四
十
而
不
惑
。
不
惑
、
謂
心
之
所
思
欲
、
自
得
其
理
、
而
不
惑
於
是
非
之
間
也
。
後
篇
曰
、
既
欲
其
生
、
又
欲
其
死
、
是
惑
也
。
又
曰
、
一
朝
之
忿
、
忘
其
身
以
及
其
親
、
非
惑
歟
。
照
此
二
語
、
則
自
曉
惑
字
之
義
。
惑
は
ず
と
は
、
心
の
思
ひ
欲
す
る
所
、
自
ら
其
の
理
を
得
て
、
是
非
の
間
に
惑
は
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。
後
篇
に
曰
は
く
、
既
に
其
の
生
き
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
又
其
の
死
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
は
、
是
れ
惑
ひ
な
り
。
又
曰
は
く
、
一
朝
の
忿
に
、
其
の
身
を
忘
れ
て
以
て
其
の
親
に
及
ぼ
す
、
惑
ひ
に
非
ざ
る
か
。
此
の
二
語
に
照
ら
せ
ば
、
則
ち
自
ら
惑
ふ
字
の
義
を
曉
る
。
五
十
而
知
天
命
。
天
者
、
莫
之
爲
而
爲
。
命
者
、
莫
之
致
而
至
。
皆
非
人
力
之
所
能
及
。
惟
善
可
以
獲
乎
天
、
惟
德
可
以
膺
乎
命
。
知
此
則
務
於
自
修
、
而
不
萌
一
毫
希
望
之
心
。
此
智
致
其
精
、
而
學
到
至
處
也
。
天
と
は
、
之
を
爲
す
莫
く
し
て
爲
す
。
命
と
は
、
之
を
致
す
莫
く
し
て
至
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二
五
る
。
皆
人
力
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
惟
だ
善
の
み
以
て
天
を
獲
る
可
く
、
惟
だ
德
の
み
以
て
命
を
膺う
く
可
し
。
此
を
知
れ
ば
、
則
ち
自
ら
修
む
る
に
務
め
て
、
一
毫
も
希
望
の
心
を
萌
さ
ず
。
此
れ
智
其
の
精
を
致
し
て
、
學
至
處
に
到
る
な
り
。
六
十
而
耳
順
。
耳
順
者
、
毀
譽
之
來
、
耳
受
而
不
逆
也
。
言
向
也
雖
已
知
天
命
、
然
毀
譽
之
入
于
耳
、
猶
有
所
礙
。
然
到
此
、
則
一
切
漠
然
不
覺
其
入
也
。
耳
順
ふ
と
は
、
毀
譽
の
來
る
も
、
耳
受
け
て
逆
は
ざ
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
向
き
に
已
に
天
命
を
知
る
と
雖
も
、然
れ
ど
も
毀
譽
の
耳
に
入
る
や
、
猶
ほ
礙
る
所
有
り
。
然
れ
ど
も
此
こ
に
到
れ
ば
、
則
ち
一
切
漠
然
と
し
て
其
の
入
る
を
覺
ら
ざ
る
な
り
。
七
十
而
從
心
所
欲
不
踰
矩
。
矩
、
法
度
之
器
、
所
以
爲
方
者
也
。
雖
隨
其
心
之
所
欲
、
而
自
不
過
於
法
度
。
蓋
聖
而
不
可
知
之
境
、
道
與
我
一
也
。
矩
は
、
法
度
の
器
、
方
を
爲
 る
所
以
の
者
な
り
。
其
の
心
の
欲
す
る
所
に
隨
ふ
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
自
ら
法
度
を
過
ぎ
ず
。
蓋
し
聖
に
し
て
知
る
可
か
ら
ざ
る
の
境
に
し
て
、
道
と
我
と
一
な
れ
ば
な
り
。
此
夫
子
自
陳
其
平
生
學
問
履
歷
、
以
示
人
也
。
失
（
先
の
誤
り
）
言
其
志
于
學
者
、
蓋
言
雖
聖
人
之
資
、
必
待
學
問
、
然
後
有
所
至
。
以
歸
功
於
學
問
也
。
自
立
而
至
於
不
踰
矩
。
是
其
效
也
、
夫
聖
人
生
知
安
行
、
而
其
有
階
級
者
、
何
哉
。
道
之
無
窮
、
故
學
亦
無
窮
。
唯
聖
人
極
誠
無
妄
、
日
新
不
已
。
自
少
到
老
、
自
不
失
其
度
。
故
能
覺
其
進
、
而
自
信
其
然
。
蓋
人
之
於
一
生
、
自
少
而
壯
、
而
老
。
年
到
于
此
、
則
其
智
自
別
。
雖
聖
人
之
資
、
不
能
無
老
少
之
異
焉
、
則
又
不
能
無
老
少
之
別
。
猶
天
之
有
四
時
、
自
春
而
夏
、
而
秋
而
冬
、
其
寒
燠
溫
涼
、
自
應
其
節
。
此
即
聖
人
生
知
安
行
之
玅
、
而
所
以
與
天
地
合
其
德
、
與
日
月
合
其
明
、
與
四
時
合
其
序
也
。
徒
曰
爲
學
者
立
法
者
非
矣
。
此
れ
夫
子
自
ら
其
の
平
生
學
問
の
履
歷
を
陳
べ
、
以
て
人
に
示
す
な
り
。
先
ず
其
の
學
に
志
す
を
言
う
者
は
、
蓋
し
言
ふ
こ
こ
ろ
は
聖
人
の
資
と
雖
も
、
必
ず
學
問
を
待
ち
て
、
然
る
後
に
至
る
所
有
り
、
と
。
以
て
功
を
學
問
に
歸
す
る
な
り
。
立
つ
自
り
し
て
矩
を
踰
ゑ
ざ
る
に
至
る
ま
で
は
、
是
れ
其
の
效
な
り
。
夫
れ
聖
人
は
生
知
安
行
に
し
て
其
の
階
級
有
る
者
は
、
何
ぞ
や
。
道
の
無
窮
な
る
、
故
に
學
も
亦
無
窮
な
り
。
唯
だ
聖
人
は
極
誠
に
し
て
無
妄
、
日
に
新
に
し
て
已
ま
ず
。
少
自
り
老
に
到
る
ま
で
、
自
ら
其
の
度
を
失
は
ず
。
故
に
能
く
其
の
進
む
を
覺
り
て
、
自
ら
其
の
然
る
を
信
ず
。
蓋
し
人
の
一
生
に
於
け
る
、
少
自
り
し
て
壯
に
、
而
し
て
老
ゆ
。
年
此
に
到
れ
ば
、
則
ち
其
の
智
自
ら
別
な
り
。
聖
人
の
資
と
雖
も
、
老
少
の
異
無
き
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
又
老
少
の
別
無
き
こ
と
能
わ
ず
。
猶
ほ
天
の
四
時
有
り
、
春
自
り
し
て
夏
あ
り
、
而
し
て
秋
あ
り
而
し
て
冬
あ
り
、
其
の
寒
燠
溫
涼
、
自
ら
其
の
節
に
應
ず
る
が
ご
と
し
。
此
れ
即
ち
聖
人
生
知
安
行
の
玅
に
し
て
、
天
地
と
其
の
德
を
合
し
、
日
月
と
其
の
明
を
合
し
、
四
時
と
其
の
序
を
合
す
る
所
以
な
り
。
徒
に
學
者
の
爲
 め
に
法
を
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
二
六
立
つ
と
曰
ふ
者
は
非ひ
な
り
。
論
曰
、
孟
子
既
歿
、
斯
道
不
明
乎
天
下
。
世
儒
之
所
講
求
者
、
不
過
訓
詁
文
字
之
間
。
及
宋
氏
興
、
鉅
儒
輩
出
、
崇
正
黜
邪
、
漢
唐
之
陋
、
爲
之
一
洗
。
其
功
固
偉
矣
。
然
當
時
禪
學
盛
行
、
以
其
遺
説
解
聖
人
之
旨
者
、
實
爲
不
少
。
於
是
專
貴
一
心
、
而
以
明
鏡
止
水
爲
修
身
之
極
功
。
胡
氏
云
、
一
疵
不
存
、
萬
理
明
盡
、
隨
所
意
欲
、
莫
非
至
理
、
是
也
。
夫
操
則
存
、
舍
則
亡
。
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
。
心
之
不
可
恃
、
而
不
可
不
道
以
存
之
如
此
。
故
夫
子
之
聖
、
猶
至
七
十
、
始
曰
、
從
心
所
欲
、
不
踰
矩
。
蓋
聖
德
之
至
、
從
容
中
道
、
而
非
一
疵
不
存
、
萬
理
明
盡
之
謂
也
。
論
じ
て
曰
は
く
、
孟
子
既
に
歿
し
て
、
斯
の
道
天
下
に
明
ら
か
な
ら
ず
。
世
儒
の
講
求
す
る
所
の
者
は
、
訓
詁
文
字
の
間
に
過
ぎ
ず
。
宋
氏
興
る
に
及
び
、
鉅
儒
輩
出
し
、
正
を
崇
び
邪
を
黜
け
、
漢
唐
の
陋
、
之
が
爲
 め
に
一
洗
せ
ら
る
。
其
の
功
固
よ
り
偉
な
り
。
然
れ
ど
も
當
時
禪
學
盛
行
し
、
其
の
遺
説
を
以
て
聖
人
の
旨
を
解
す
る
者
、
實
に
少
か
ら
ず
と
爲
 す
。
是
に
於
い
て
專
ら
心
を
一
に
す
る
を
貴
び
て
、
明
鏡
止
水
を
以
て
修
身
の
極
功
と
爲
 す
。
胡
氏
云
ふ
、
一
疵
す
ら
存
せ
ず
、
萬
理
明
盡
す
れ
ば
、
意
欲
す
る
所
に
隨
ふ
も
、
至
理
に
非
ざ
る
は
莫
し
、
と
、
是
な
り
。
夫
れ
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舍
け
ば
則
ち
亡
ぶ
。
出
入
時
無
く
、
其
の
郷
ふ
を
知
る
莫
し
。
心
の
恃
む
可
か
ら
ず
し
て
、
道
以
て
之
を
存
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
故
に
夫
子
の
聖
、
猶
ほ
七
十
に
至
り
、
始
め
て
曰
は
く
、
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
て
、
矩
を
踰
ゑ
ず
、
と
。
蓋
し
聖
德
の
至
れ
る
は
、
從
容
た
る
中
道
に
し
て
、
一
疵
す
ら
存
せ
ず
、
萬
理
明
盡
す
る
の
謂
ひ
に
非
ざ
る
な
り
。
仁
齋
の
主
眼
は
、『
集
注
』
の
解
釋
に
は
思
想
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
評
價
し
つ
つ
、
そ
の
思
想
性
は
禪
學
の
思
想
を
融
合
さ
せ
て
い
て
、
孔
子
の
本
來
の
思
想
理
解
に
馴
染
ま
な
い
と
し
、
最
後
に
説
か
れ
て
い
る
「
聖
德
の
至
れ
る
は
、
從
容
た
る
中
道
」
に
こ
そ
孔
子
の
思
想
の
眞
骨
頂
が
あ
る
と
い
う
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
荻
生
徂
徠
の
『
論
語
徴
』
は
以
下
の
よ
う
に
解
釋
す
る）2
（
。
古
者
十
五
而
入
大
學
。
或
曰
十
三
。
大
概
言
之
耳
。
蓋
男
子
二
八
而
精
通
、
有
爲
 人
父
之
道
。
當
是
時
、
士
大
夫
之
子
志
爲
 士
大
夫
、
農
工
商
賈
之
子
志
爲
 農
工
商
賈
。
其
無
志
者
亦
衆
。
廼
如
昭
公
十
九
有
童
心
是
也
。
志
者
、
其
心
所
專
注
也
。
志
于
學
云
者
、
孔
子
在
學
而
有
所
志
也
。
三
十
而
受
室
受
田
、
始
稱
一
夫
。
前
是
則
餘
夫
也
。
是
雖
庶
人
、
尚
有
所
成
立
也
。
孔
子
之
立
、
謂
學
之
成
也
。
四
十
曰
強
、
仕
。
出
謀
發
慮
、
非
不
惑
則
何
以
能
爾
。
不
惑
云
者
、
莫
有
爲
 所
惑
亂
也
。
五
十
命
爲
 大
夫
、
五
十
而
爵
。
以
行
先
王
之
道
於
其
國
。
學
之
效
、
至
是
而
極
矣
。
然
五
十
始
衰
。
故
自
此
之
後
、
不
可
復
有
所
營
爲
 。
故
五
十
而
爵
不
至
、
有
以
知
天
命
也
。
孔
子
又
曰
、
知
我
者
其
天
乎
。
知
天
之
命
我
以
傳
先
王
之
道
於
後
也
。
六
十
而
耳
順
、
言
天
下
莫
有
逆
耳
之
言
也
。
然
彼
豈
無
逆
耳
之
言
乎
。
我
之
不
以
爲
 逆
也
。
故
曰
耳
順
。
蓋
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二
七
聖
人
能
盡
人
之
性
、
故
人
雖
有
逆
耳
之
言
、
其
心
以
爲
 彼
之
過
不
亦
宜
乎
。
是
雖
常
人
、
其
當
事
不
怒
、
唯
老
成
人
爲
 然
。
亦
可
以
窺
聖
人
焉
。
傳
曰
、
七
十
貳
膳
、
於
國
、
不
俟
朝
、
不
與
賓
客
之
事
、
致
政
、
唯
衰
麻
爲
 喪
。
此
雖
先
王
養
老
之
制
、
然
老
者
所
以
受
異
數
而
自
安
者
、
爲
 其
精
神
筋
力
皆
衰
故
也
。
故
老
後
放
縱
、
人
之
常
也
。
孔
子
七
十
、
從
心
所
欲
、
亦
放
縱
耳
。
其
不
踰
矩
、
所
以
爲
 聖
人
也
。
不
踰
矩
、
猶
之
大
德
不
踰
閑
。
閑
以
防
閑
。
言
其
大
者
也
。
矩
者
、
法
度
之
器
、
言
其
精
也
。
是
皆
孔
子
所
自
言
、
亦
常
人
所
能
、
聖
人
豈
遠
人
而
爲
 道
乎
。
宋
儒
之
解
、
過
乎
高
妙
。
所
以
聖
人
之
道
而
流
乎
佛
老
也
。
　
古
者
十
五
に
し
て
大
學
に
入
る
。
或
い
は
曰
は
く
、
十
三
、
と
。
大
概
に
し
て
之
を
言
ふ
の
み
。
蓋
し
男
子
二
八
に
し
て
精
通
し
、
人
の
父
爲
 る
の
道
有
り
。
是
の
時
に
當
た
り
、士
大
夫
の
子
は
志
し
て
士
大
夫
と
爲
 り
、
農
工
商
賈
の
子
は
志
し
て
農
工
商
賈
と
爲
 る
。其
の
志
無
き
者
も
亦
衆
し
。
廼
ち
昭
公
十
九
に
し
て
童
心
有
り
の
如
き
是
な
り
。
志
と
は
、
其
の
心
の
專
ら
注
ぐ
所
な
り
。
學
に
志
す
と
云
ふ
者
は
、
孔
子
學
に
在
り
て
志
す
所
有
る
な
り
。
三
十
に
し
て
室
を
受
け
田
を
受
け
、
始
め
て
一
夫
と
稱
す
。
是
よ
り
前
は
則
ち
餘
夫
な
り
。
是
れ
庶
人
と
雖
も
尚
ほ
成
立
す
る
所
有
る
な
り
。
孔
子
の
立
つ
は
、
學
の
成
る
を
謂
ふ
な
り
。
四
十
を
強
と
曰
ひ
、
仕
う
。
謀
を
出
し
慮
を
發
し
、
惑
は
ざ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
何
を
以
て
か
能
く
爾
せ
ん
。
惑
は
ず
と
云
う
者
は
、
惑
亂
す
る
所
と
爲
 る
こ
と
有
る
莫
き
な
り
。
五
十
に
し
て
命
ぜ
ら
れ
て
大
夫
と
爲
 る
。
五
十
に
し
て
爵
あ
り
。
以
て
先
王
の
道
を
其
の
國
に
行
ふ
。
學
の
效
、
是
に
至
り
て
極
ま
れ
り
。
然
れ
ど
も
五
十
始
め
て
衰
ふ
。
故
に
此
れ
自
り
の
後
、
復
た
營
爲
 す
る
所
有
る
可
か
ら
ず
。
故
に
五
十
に
し
て
爵
至
ら
ず
、
以
て
天
命
を
知
る
有
る
な
り
。
孔
子
又
曰
は
く
、
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
、
と
。
天
の
我
に
命
じ
て
以
て
先
王
の
道
を
後
に
傳
へ
し
む
る
を
知
る
な
り
。
六
十
に
し
て
耳
順
ふ
は
、
天
下
耳
に
逆
ら
ふ
の
言
有
る
莫
き
を
言
ふ
な
り
。然
れ
ど
も
彼
豈
に
耳
に
逆
ら
ふ
の
言
無
か
ら
ん
や
。
我
之
れ
以
て
逆
ら
ふ
と
爲
 さ
ざ
る
な
り
。
故
に
耳
順
ふ
と
曰
ふ
。
蓋
し
聖
人
は
能
く
人
の
性
を
盡
く
す
、故
に
人
の
耳
に
逆
ら
ふ
の
言
有
る
と
雖
も
、
其
の
心
以
て
彼
の
過
つ
は
亦
た
宜
な
ら
ず
や
、
と
爲
 す
。
是
れ
常
人
と
雖
も
、
其
の
事
に
當
た
り
て
怒
ら
ざ
る
は
、
唯
だ
老
成
の
人
の
み
然
り
と
爲
 
す
。
亦
以
て
聖
人
を
窺
ふ
可
し
。
傳
に
曰
は
く
、
七
十
は
膳
を
貳
に
し
、
國
に
つ
き
、
朝
を
俟
た
ず
、
賓
客
の
事
に
與
か
ら
ず
、
政
を
致
す
、
唯
だ
衰
麻
に
は
喪
を
爲
 す
。
此
れ
先
王
養
老
の
制
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
老
者
異
數
を
受
け
て
自
ら
安
ん
ず
る
所
以
の
者
は
、
其
の
精
神
筋
力
皆
な
衰
ふ
る
が
爲
 め
の
故
な
り
。
故
に
老
後
放
縱
な
る
は
、
人
の
常
な
り
。
孔
子
七
十
、
心
の
欲
す
る
所
に
從
ふ
も
亦
放
縱
の
み
。
祇
だ
其
の
矩
を
踰
ゑ
ざ
る
、
聖
人
爲
 る
所
以
な
り
。
矩
を
踰
ゑ
ず
と
は
、
猶
ほ
之
れ
大
德
は
閑
を
踰
え
ざ
る
が
ご
と
し
。
閑
以
て
防
閑
す
。
其
の
大
な
る
者
を
言
ふ
な
り
。
矩
と
は
、
法
度
の
器
、
其
の
精
な
る
を
言
ふ
な
り
。
是
れ
皆
孔
子
自
ら
言
ふ
所
な
る
も
、
亦
常
人
の
能
く
す
る
所
な
り
。
聖
人
豈
に
人
を
遠
ざ
け
て
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
二
八
道
を
爲
 さ
ん
や
。
宋
儒
の
解
、
高
妙
に
過
ぐ
。
聖
人
の
道
に
（
そ
む
）
き
て
佛
老
に
流
る
る
所
以
な
り
。
仁
齋
と
徂
徠
の
所
説
は
、上
記
に
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。
兩
 者
の
解
釋
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
徂
徠
は
、
孔
子
と
い
う
歷
史
的
實
在
と
し
て
の
個
人
つ
ま
り
個
別
性
に
焦
点
を
絞
っ
て
理
解
し
て
い
る
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
對
し
て
、
仁
齋
は
、
個
別
的
存
在
者
と
し
て
の
孔
子
を
意
識
し
つ
つ
も
、
理
念
的
存
在
と
し
て
の
聖
人
の
普
遍
的
價
値
を
無
視
し
て
い
な
い
所
が
注
目
さ
れ
る
。
個
人
の
到
逹
し
た
人
格
の
個
別
性
に
普
遍
性
を
託
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
徂
徠
で
あ
り
、
聖
人
な
る
普
遍
的
價
値
に
照
ら
し
て
個
別
性
の
價
値
を
歸
 納
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
仁
齋
の
解
釋
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
出
來
る
だ
ろ
う
。
土
田
健
次
郎
氏
は
「
本
章
は
孔
子
が
自
分
の
来
し
方
を
ふ
り
か
え
っ
た
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
解
釈
に
朱
子
、
仁
斎
、
徂
徠
の
孔
子
観
、
聖
人
観
の
差
が
よ
く
出
て
い
る
。朱
子
は
聖
人
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
完
璧
な
存
在
と
す
る
が
、
仁
斎
は
そ
れ
を
否
定
し
な
が
ら
聖
人
を
無
限
に
向
上
し
て
い
く
存
在
と
し
、
徂
徠
は
聖
人
に
も
普
通
の
人
間
と
同
じ
成
長
と
老
衰
の
軌
跡
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
官
僚
と
し
て
の
孔
子
の
履
歴
を
こ
こ
に
読
み
込
も
う
と
し
て
い
る
の
も
徂
徠
ら
し
い
」
と
解
説
し
て
い
る）3
（
。
土
田
氏
と
同
じ
よ
う
な
理
解
は
、『
論
語
集
釋）4
（
』
に
も
見
ら
れ
、
仁
齋
や
徂
徠
と
も
ま
た
異
な
っ
た
視
で
の
獨
自
の
解
釋
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
李
威
「
嶺
雲
軒
瑣
記
」「
論
語
吾
十
有
五
章
、
集
注
程
朱
二
説
皆
極
可
異
。
程
云
、「
孔
子
自
言
其
進
德
之
序
。
爲
 此
者
聖
人
未
必
然
、但
爲
 學
者
立
法
、
使
之
盈
科
而
後
進
、成
章
而
後
逹
耳
」
夫
自
志
學
以
至
從
心
所
欲
不
踰
矩
、
此
豈
人
人
之
定
法
、
又
必
人
人
十
年
而
一
進
、
恐
世
間
無
印
板
事
也
。
是
惟
夫
子
親
身
自
驗
、
故
能
言
之
。
其
發
端
一
吾
字
非
誑
語
、
乃
以
爲
 未
必
然
、
不
知
其
何
所
見
。
朱
云
、「
聖
人
生
知
安
行
、
固
無
積
累
之
漸
、
然
其
心
未
嘗
自
謂
已
至
此
也
。
是
其
日
用
之
間
、
必
有
獨
覺
其
進
而
人
不
及
知
者
。
故
因
其
近
似
以
自
名
、
非
心
實
自
聖
而
姑
爲
 是
退
託
也
」。
夫
自
志
學
以
至
從
心
所
欲
不
踰
矩
、
分
晰
得
明
明
白
白
、
何
得
謂
之
近
似
？
且
已
實
在
承
當
、
又
何
嘗
不
自
謂
已
至
此
？
似
此
影
響
之
談
、
皆
由
視
生
知
之
聖
爲
 不
待
學
、
而
不
知
聖
之
自
有
其
學
、
非
猶
夫
人
之
學
也
。
李
威
「
嶺
雲
軒
瑣
記
」
に
「
論
語
吾
十
有
五
章
、
集
注
程
朱
の
二
説
皆
極
め
て
異
と
す
可
し
。
程
云
ふ
、「
孔
子
自
言
其
進
德
之
序
如
此
者
、
聖
人
未
必
然
、
但
爲
學
者
立
法
、
使
之
盈
科
而
後
進
、
成
章
而
後
逹
耳
」
夫
れ
學
に
志
す
自
り
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
矩
を
踰
ゑ
ず
に
至
る
ま
で
は
、
此
れ
豈
に
人
人
の
定
法
な
ら
ん
や
、
又
必
ず
人
人
十
年
に
し
て
一
進
し
、
恐
ら
く
は
世
間
印
板
（
板
に
印
す
る
）
の
事
無
か
ら
ん
（
一
人
一
人
學
問
や
成
長
の
過
程
は
異
な
る
の
で
、
い
ち
い
ち
記
録
さ
れ
て
世
間
に
残
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
）。
是
れ
惟
だ
夫
子
親
し
く
身
自
ら
驗
し
、
故
に
能
く
之
を
言
う
。
其
の
発
端
の
一
「
吾
」
字
は
斷
じ
て
誑
語
に
非
ず
、
乃
ち
以
て
未
だ
必
ず
し
も
然
ら
ず
と
爲
 さ
ば
、
知
ら
ず
其
の
何
の
見
る
所
な
る
か
を
。
朱
云
ふ
、「
聖
人
生
知
安
行
、
固
無
積
累
之
漸
、
然
其
心
未
嘗
自
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二
九
謂
已
至
此
也
。
是
其
日
用
之
間
、
必
有
獨
覺
其
進
而
人
不
及
知
者
。
故
因
其
近
似
以
自
名
、
非
心
實
自
聖
而
姑
爲
 是
退
託
也
」
と
。
夫
れ
學
に
志
す
自
り
以
て
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
矩
を
踰
ゑ
ず
に
至
る
ま
で
は
、
分
晰
明
々
白
々
た
る
を
得
る
、
何
ぞ
之
を
近
似
と
謂
ふ
を
得
ん
。
且
つ
已
に
實
に
承
當
（
聖
人
た
る
こ
と
を
引
き
受
け
る
）
に
在
れ
ば
、
又
何
ぞ
嘗
て
自
ら
已
に
此
に
至
れ
り
と
謂
は
ざ
る
。
此
の
影
響
の
談
は
、
皆
生
知
の
聖
を
視
る
こ
と
學
を
待
た
ず
と
爲
 す
に
因
り
て
、
聖
の
自
ら
其
の
學
有
る
を
知
ら
ず
、
猶
ほ
夫
の
人
の
學
の
ご
と
き
に
非
ざ
る
に
似
た
り
。
こ
の
李
氏
の
説
を
承
け
て
、
程
樹
德
は
、
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
按
、
此
章
乃
夫
子
自
述
其
一
生
學
歷
。
皇
疏
較
爲
 得
之
。
集
注
因
用
其
師
説
、
所
言
毫
無
是
處
。
不
止
如
李
氏
所
云
已
也
。
而
世
多
稱
爲
 直
接
孔
孟
不
傳
之
秘
、
豈
其
然
乎
？
按
ず
る
に
、
此
の
章
は
乃
ち
夫
子
自
ら
其
の
一
生
の
學
歷
を
述
ぶ
。
皇
疏
較
や
之
を
得
た
り
と
爲
 す
。
集
注
其
の
師
説
を
用
ゐ
る
に
因
り
、
言
ふ
所
ど
毫
も
是
な
る
處
無
し
。
李
氏
の
云
ふ
所
の
如
き
に
止
ま
る
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
而
る
に
世
多
く
稱
し
て
孔
孟
傳
へ
ざ
る
の
秘
に
直
接
す
る
と
爲
 す
、
豈
に
其
れ
然
ら
ん
や
と
手
嚴
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
章
句
全
體
を
好
學
の
人
孔
子
の
學
問
と
思
想
形
成
の
問
題
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、『
論
語
集
釋
』
の
説
く
と
こ
ろ
が
最
も
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
集
注
』
の
解
釋
が
何
故
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
單
に
佛
老
の
思
想
の
流
を
承
け
た
結
果
の
解
釋
だ
と
い
え
る
か
ど
う
か
。
人
間
の
理
想
態
を
「
聖
人
」
と
規
定
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
聖
人
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
、そ
の
聖
人
は
如
何
に
し
て
聖
人
た
り
得
る
の
か
、
言
い
か
え
れ
ば
、
人
間
の
理
想
態
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
の
か
を
論
理
的
に
解
き
明
か
し
て
み
よ
う
と
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
『
集
注
』
の
解
釋
で
は
な
い
か
と
考
え
て
見
る
の
も
意
義
あ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か）5
（
。
そ
も
そ
も
上
の
章
句
は
、
孔
子
自
ら
が
自
ら
の
人
格
形
成
の
過
程
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
孔
子
自
身
は
自
ら
の
人
格
形
成
に
は
七
十
年
の
月
日
を
要
し
て
い
る
、
つ
ま
り
人
爲
 を
伴
っ
て
い
る
。
七
十
年
の
人
生
の
營
爲
 の
総
體
が
人
間
孔
子
の
歸
結
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
孔
子
に
つ
い
て
、「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
り
、安
ん
じ
て
行
う
」
人
と
解
釋
定
義
づ
け
て
い
る
の
が
『
集
注
』
で
あ
る
。
こ
の
一
見
し
て
相
容
れ
な
い
考
え
方
を
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
捉
え
る
の
か
。
單
に
文
言
に
囚
わ
れ
す
ぎ
て
獨
斷
的
解
釋
だ
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
は
朱
子
の
思
惟
の
特
質
を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
自
然
と
人
爲
 と
の
問
題
が
隱
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
國
思
想
史
の
語
で
言
え
ば
、
天
と
人
の
問
題
と
言
う
こ
と
も
出
來
る
だ
ろ
う
。
自
然
と
は
何
か
。
古
く
て
新
し
い
概
念
で
あ
る
。
現
今
の
環
境
問
題
を
考
え
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
三
〇
て
み
て
も
、
詰
ま
る
所
、
自
然
と
人
爲
 の
問
題
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
自
然
を
訓
ず
れ
ば
、「
自
ず
か
ら
然
り
」
と
な
る
。「
自
」
を
「
お
の
ず
か
ら
」
と
訓
ず
る
か
、「
み
ず
か
ら
」
と
訓
ず
る
か
と
拘
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
自
」
の
對
語
は
「
他
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
自
然
」
と
は
他
者
の
力
を
借
り
た
り
、
他
の
力
が
加
わ
え
ら
れ
て
い
な
い
狀
態
を
さ
す
概
念
だ
と
言
え
よ
う
。「
そ
れ
自
體
そ
れ
自
身
で
そ
う
で
あ
る
」
と
説
く
と
同
語
反
復
の
恐
れ
が
あ
る
だ
ろ
う）6
（
。
他
の
力
が
及
ん
で
い
な
い
狀
態
を
自
然
と
規
定
で
き
て
も
、
他
の
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
ま
た
厄
介
な
問
題
で
あ
る
。
素
朴
に
考
え
て
み
て
、
自
然
界
の
事
象
や
現
象
、
草
木
一
つ
を
例
に
取
っ
て
み
て
も
、
光
、
土
壤
、
水
な
ど
の
他
の
力
を
借
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
成
存
在
す
る
。最
も
近
時
水
耕
栽
培
と
か
、
特
別
な
電
光
を
当
て
て
生
育
す
る
植
栽
も
あ
る
の
で
自
然
概
念
も
よ
り
複
雜
化
重
層
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
自
然
現
象
や
事
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
れ
自
體
の
何
を
採
っ
て
自
然
と
規
定
す
る
の
か
は
、
容
易
で
は
な
い
。
個
體
を
維
持
す
る
た
め
に
他
物
を
攝
取
す
る
こ
と
は
ま
た
一
つ
の
自
然
現
象
で
あ
る
。
最
近
は
、
自
動
車
か
ら
首
を
出
し
て
い
る
犬
や
籠
に
入
れ
ら
れ
て
移
動
す
る
猫
を
見
か
け
る
こ
と
も
多
い
が
、
な
べ
て
動
物
の
世
界
で
移
動
手
段
に
他
の
力
を
用
い
て
い
る
の
は
人
間
だ
け
で
あ
る
。
他
の
動
物
は
、
鳥
類
が
氣
流
を
巧
み
に
利
用
し
て
移
動
す
る
の
な
ど
を
除
け
ば
、
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
場
所
の
移
動
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
然
と
は
何
か
を
問
い
つ
め
て
い
く
と
、『
莊
子
』
が
「
始
め
有
り
と
言
え
ば
、
未
だ
始
め
あ
ら
ざ
る
有
り
」
と
い
う
問
題
を
考
え
た
の
と
同
じ
問
題
意
識
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
自
然
概
念
も
同
質
の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
然
概
念
に
つ
い
て
精
緻
な
分
析
を
さ
れ
た
恩
師
の
森
三
樹
三
郎
先
生
は
、
自
然
概
念
を
無
爲
 自
然
と
有
爲
 自
然
と
に
大
別
し
て
規
定
さ
れ
た）7
（
。
自
然
概
念
の
多
義
性
を
土
台
に
し
つ
つ
、『
集
注
』
の
解
釋
の
問
題
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
目
に
付
く
の
は
、「
之
を
守
る
こ
と
固
く
し
て
志
を
事
と
す
る
所
無
し
」、
「
之
を
知
る
こ
と
明
ら
か
に
し
て
守
る
を
事
と
す
る
所
無
し
」
と
い
う
語
句
で
あ
る
。
志
つ
ま
り
意
志
が
先
ず
あ
っ
て
、
意
志
に
よ
っ
て
知
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
意
識
を
働
か
さ
な
く
て
も
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
「
自
然
に
」
守
ら
れ
る
の
で
守
る
こ
と
す
ら
格
別
な
「
人
爲
 」
を
必
要
と
し
な
い
、
つ
ま
り
營
ま
れ
た
「
自
然
」
に
な
る
。
人
爲
 と
自
然
の
循
環
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
有
爲
 自
然
」
で
あ
る
。
孔
子
の
言
葉
に
從
っ
て
言
え
ば
、
雍
也
篇
の
「
之
を
知
る
者
は
之
を
好
む
者
に
如
か
ず
、
之
を
好
む
者
は
之
を
樂
し
む
者
に
如
か
ず
」
と
い
う
有
爲
 の
積
み
重
ね
と
し
て
の
樂
し
む
段
階
へ
の
到
逹
が
有
爲
 自
然
と
同
義
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
此
と
彼
、
生
と
死
、
あ
る
い
は
美
醜
な
ど
を
對
立
概
念
と
捉
え
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
つ
の
こ
と
を
規
定
す
る
と
自
ず
か
ら
も
う
一
つ
、
或
い
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
然
的
に
生
ず
る
、
つ
ま
り
相
即
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
所
に
中
國
的
思
惟
の
特
質
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
一
分
か
り
よ
い
事
例
を
執
っ
て
言
え
ば
、
賣
買
と
い
う
事
象
で
あ
る
。
賣
る
行
爲
 と
買
う
行
爲
 は
分
け
て
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
、
行
爲
 自
體
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
事
象
と
し
て
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
爲
 に
よ
っ
て
派
生
し
て
生
ず
る
事
象
が
賣
る
行
爲
 と
買
う
行
爲
 に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
賣
買
と
い
う
事
象
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
生
死
や
彼
此
、あ
る
い
は
美
醜
な
ど
の
場
合
に
も
當
て
は
ま
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
此
に
せ
よ
、
生
死
に
せ
よ
、
美
醜
に
せ
よ
、
對
立
す
る
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
事
象
や
現
象
あ
る
い
は
價
値
評
價
も
そ
れ
は
突
然
そ
こ
に
降
っ
て
湧
い
て
生
じ
る
現
象
や
事
象
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
『
莊
子
』
が
無
用
の
用
を
説
い
て
、「
夫
れ
地
は
廣
く
し
て
且
つ
大
な
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
人
の
用
ゐ
る
所
は
足
を
容
る
る
の
み
。
然
ら
ば
則
ち
足
を
廁
（
そ
ば
だ
て
）
て
、
之
を
（
く
だ
）
し
て
、
黄
泉
に
致
せ
ば
、
人
尚
用
う
る
有
る
か
」（
外
物
篇
）と
言
っ
て
い
る
の
は
、立
っ
て
い
る
場
だ
け
を
殘
し
て
使
っ
て
い
な
い
周
圍
の
地
を
け
ず
っ
て
し
ま
う
選
擇
、
こ
こ
で
は
假
想
す
る
意
識
作
用
つ
ま
り
人
爲
 が
無
用
と
有
用
と
を
分
け
る
こ
と
を
明
確
に
言
っ
て
い
る
。
「
此
」
と
い
う
概
念
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、「
此
」
と
い
う
事
象
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
此
」
を
場
所
と
す
れ
ば
、「
此
」
の
場
所
を
選
擇
し
て
始
め
て
「
此
」
が
成
り
立
つ
。「
此
」
が
成
立
し
て
始
め
て
「
彼
」
が
成
り
立
つ
。
そ
の
で
は
、「
彼
」
は
そ
れ
自
體
で
成
立
す
る
概
念
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、「
此
」も
そ
れ
自
體
で
成
り
立
つ
概
念
で
は
な
い
。「
此
」
を
選
擇
す
る
と
い
う
人
爲
 （
營
爲
 ）
が
あ
っ
て
始
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
選
擇
と
い
う
營
爲
 を
介
し
て
、「
此
」
が
自
ず
か
ら
成
立
し
て
、
そ
れ
に
即
し
て
「
彼
」
な
る
概
念
も
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
此
は
そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
て
成
立
し
得
な
い
。
關
係
と
い
う
視
で
言
え
ば
、
相
即
な
の
で
あ
る
。
美
醜
な
ど
の
價
値
や
評
價
に
關
わ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
美
と
醜
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
自
體
で
獨
立
し
て
價
値
付
け
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
價
値
概
念
で
は
な
い
。
有
無
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
對
立
す
る
概
念
で
も
な
け
れ
ば
、
補
完
し
あ
う
概
念
で
も
な
い
。
『
老
子
』
開
巻
第
一
章
の
「
無
名
は
天
地
の
始
め
な
り
、
有
名
は
萬
物
の
母
な
り
」
と
い
う
言
葉
も
有
と
無
が
相
即
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か）8
（
。
無
名
と
は
個
別
性
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
の
謂
い
で
あ
る
。
天
と
地
と
は
個
別
が
規
定
さ
れ
る
始
原
狀
態
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
天
地
の
始
め
、
即
ち
天
と
地
と
い
う
大
別
し
た
個
別
性
が
現
出
す
る
ま
で
は
名
づ
け
よ
う
が
な
い
。
強
い
て
混
沌
と
か
と
い
う
形
容
語
で
概
念
づ
け
ら
れ
る
が
、
名
は
無
い
の
で
あ
る
。
「
萬
物
の
母
」
と
は
、
森
羅
萬
象
そ
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
個
別
の
總
合
體
を
表
現
し
て
い
る
。
從
っ
て
名
を
有
す
る
と
は
個
別
の
謂
い
、言
い
か
え
る
と
個
別
・
個
性
が
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
天
地
と
萬
物
と
は
相
即
の
關
係
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
來
る）9
（
。
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
妥
當
で
あ
る
と
し
て
、『
集
注
』
に
即
し
て
朱
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
三
二
子
の
思
惟
過
程
を
改
め
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。
聖
人
は
「
生
知
安
行）10
（
」
な
の
だ
か
ら
、「
固
よ
り
積
累
の
漸
無
し
」
と
人
爲
 
が
介
在
し
て
い
な
い
と
注
す
る
の
は
合
理
的
理
解
に
み
え
る
。
分
析
的
に
考
え
る
と
、「
生
知
安
行
」
な
ら
ば
、「
固
よ
り
積
累
の
漸
無
し
」
と
は
言
え
な
い
、
聖
人
と
て
人
爲
 の
到
逹
で
は
な
い
か
、
と
自
家
撞
着
を
指
摘
で
き
る
。
上
で
見
た
よ
う
に
、自
然
と
人
爲
 の
関
係
の
視
で
考
え
る
と
、「
積
累
の
漸
」
な
る
人
爲
 が
聖
人
の
「
生
知
安
行
」
た
る
自
然
狀
態
を
現
出
し
て
い
る
こ
と
と
は
相
即
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
從
っ
て
、
自
然
と
人
爲
 が
相
即
し
て
い
る
關
係
に
分
け
入
る
と
、「
其
の
心
未
だ
嘗
て
自
ら
已
に
此
に
至
る
と
謂
は
ざ
る
な
り
。
是
れ
其
の
日
用
の
間
、
必
ず
獨
り
其
の
進
む
を
覺
え
て
人
の
知
る
に
及
ば
ざ
る
者
有
り
」
と
相
即
の
内
的
構
造
を
説
明
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
有
能
一
日
用
其
力
於
仁
矣
乎
。
我
未
見
力
不
足
者
（
能
く
一
日
も
其
の
力
を
仁
に
用
ゐ
る
有
ら
ん
か
、
我
未
だ
力
足
ら
ざ
る
者
を
見
ず
）」（
里
仁
篇
）
と
い
う
の
は
、
誰
し
も
仁
者
に
な
り
得
る
素
質
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
が
問
題
に
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
『
莊
子
』
の
包
丁
の
寓
話
は
、「
有
爲
 自
然
」
の
到
逹
の
一
つ
の
有
り
様
を
説
い
て
い
て
、
自
然
と
人
爲
 の
關
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
臣
之
所
好
者
、
道
也
。
進
乎
技
矣
。
始
臣
之
解
牛
之
時
、
所
見
無
非
牛
者
。
三
年
之
後
、
未
嘗
見
全
牛
也
。
方
今
之
時
、
臣
以
神
遇
而
不
以
目
視
。
官
知
止
而
神
欲
行
。
依
乎
天
理
、
批
大
郤
、
導
大
、
因
其
固
然
。
技
經
肯
綮
之
未
嘗
。
而
況
大
乎
。
臣
の
好
む
所
の
者
は
、
道
な
り
。
技
よ
り
進
め
り
。
始
め
臣
の
牛
を
解
く
の
時
、
見
る
所
牛
に
非
ざ
る
者
無
し
。
三
年
の
後
、
未
だ
嘗
て
全
牛
を
見
ざ
る
な
り
。
今
の
時
に
方
り
て
は
、臣
神
を
以
て
遇
い
て
目
を
以
て
視
ず
。
官
知
止
ま
り
て
神
欲
行
は
る
。
天
理
に
依
り
て
大
郤
（
大
き
な
間
）
を
批
し
、
大
（
大
き
な
ア
ナ
）
を
導
き
、
其
の
固
よ
り
然
る
に
因
る
。
技　
肯
綮
（
骨
と
肉
の
入
り
組
ん
で
込
み
入
っ
て
い
る
所
）
を
經
る
こ
と
未
だ
嘗
て
せ
ず
。
而
る
を
況
ん
や
大
（
大
き
な
骨
）を
や
。（『
莊
子
』養
生
主
）
人
爲
 の
極
地
が
自
然
に
到
逹
し
て
い
て
、
自
然
と
人
爲
 が
相
即
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
道
な
る
も
の
が
自
然
と
人
爲
 を
相
即
せ
し
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
然
が
道
で
あ
り
、
人
爲
 も
道
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
道
は
自
然
で
も
あ
り
、
人
爲
 で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
朱
子
流
に
言
え
ば
、「
積
漸
の
累
」
の
到
逹
と
し
て
刃
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
技
倆
が
自
ず
か
ら
備
わ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
と
人
爲
 と
が
自
己
完
結
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
朱
子
は
、
自
然
と
人
爲
 と
の
相
即
性
に
つ
い
て
、「
故
に
其
の
近
似
に
因
り
て
以
て
自
ら
名
づ
け
、
學
ぶ
者
是
を
以
て
則
と
爲
 し
て
自
ら
勉
め
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
心
實
に
自
ら
聖
と
し
て
姑
く
是
が
退
託
を
爲
 す
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
聖
人
つ
ま
り
孔
子
を
聖
人
な
ら
ざ
る
者
つ
ま
り
孔
子
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
學
ぶ
者
に
自
ら
を
似
せ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
孔
子
が
到
逹
し
た
聖
人
へ
の
「
體
段
」
が
人
爲
 そ
の
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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三
三
聖
人
も
そ
れ
自
體
で
獨
立
し
て
成
り
立
つ
概
念
で
は
な
く
、
人
爲
 に
即
し
て
成
り
立
つ
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
從
っ
て
佛
老
の
流
に
泥
ん
で
い
る
と
し
て
、「
生
知
安
行
」
を
文
字
通
り
解
釋
し
て
は
、
朱
子
の
眞
意
を
失
う
恐
れ
な
し
と
し
な
い
だ
ろ
う
。
否
、
聖
人
の
「
自
然
性
」
と
「
人
爲
 性
」
と
に
つ
い
て
苦
闘
し
て
い
た
所
産
が
生
知
安
行
に
つ
い
て
の
解
釋
で
は
な
か
ろ
う
か
。
有
り
體
に
言
え
ば
、
聖
人
と
規
定
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
聖
人
な
ら
ざ
る
者
つ
ま
り
近
似
者
も
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
心
實
に
自
ら
聖
と
し
て
姑
く
是
が
退
託
を
爲
 す
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
聖
人
と
近
似
者
と
が
相
即
し
て
い
る
の
で
、
退
託
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。「
後
の
凡
そ
謙
辭
を
言
ふ
の
屬
は
、意
皆
此
に
放
ふ
」
と
自
ず
か
ら
注
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る）11
（
。
結
び
「
子
路
篇
」
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
子
路
曰
、
衛
君
待
子
而
爲
政
。
子
將
奚
先
。
子
曰
、
必
也
正
名
乎
。
子
路
曰
、
有
是
哉
、
子
之
迂
也
。
奚
其
正
。
子
曰
、
野
哉
、
由
也
。
君
子
於
其
所
不
知
、
蓋
闕
如
也
。
名
不
正
、
則
言
不
順
。
言
不
順
、
則
事
不
成
。
事
不
成
、
則
禮
樂
不
興
。
禮
樂
不
興
、
則
刑
罰
不
中
。
刑
罰
不
中
、
則
民
無
所
錯
手
足
。
故
君
子
名
之
必
可
言
也
。
言
之
必
可
行
也
。
君
子
於
其
言
、
無
所
苟
而
已
矣
。
子
路
曰
は
く
、
衛
君　
子
を
待
ち
て
政
を
爲
さ
ば
、
子
將
に
奚
を
か
先
に
せ
ん
と
す
る
。
子
曰
は
く
、
必
ず
や
名
を
正
さ
ん
か
、
と
。
子
路
曰
は
く
、
是
れ
有
る
哉
。
子
の
迂
な
る
や
。
奚
ぞ
其
れ
正
さ
ん
。
子
曰
は
く
、
野
な
る
哉
、
由
や
。
君
子
は
其
の
知
ら
ざ
る
所
に
於
い
て
は
、
蓋
闕
如
（
が
い
け
つ
じ
ょ）12
（
）
た
り
。
名
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
言
順
な
ら
ず
。
言
順
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
事
成
ら
ず
。
事
成
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
禮
樂
興
ら
ず
。
禮
樂
興
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
刑
罰
中
ら
ず
。
刑
罰
中
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
民
手
足
を
錯
く
所
無
し
。
故
に
君
子
は
之
に
名
づ
け
て
必
ず
言
ふ
可
き
な
り
。
之
を
言
へ
ば
必
ず
行
ふ
可
き
な
り
。
君
子
は
其
の
言
に
於
い
て
、
苟
く
も
す
る
所
無
き
の
み
。
ま
た
、「
雍
也
篇
」
で
は
、「
子
曰
、
觚
不
觚
、
觚
哉
。
觚
哉
。（
子
曰
は
く
、
觚
觚
な
ら
ざ
れ
ば
、
觚
な
ら
ん
や
。
觚
な
ら
ん
や
）」
と
孔
子
が
言
っ
て
い
る
。
『
集
注
』
に
引
く
程
頤
の
注
に
は
、「
觚
而
失
其
形
制
、
則
非
觚
也
。
舉
一
器
、
而
天
下
之
物
莫
不
皆
然
。
故
君
而
失
其
君
之
道
、
則
爲
不
君
。
臣
而
失
其
臣
之
職
、
則
爲
虛
位
（
觚
に
し
て
其
の
形
制
を
失
へ
ば
、
則
ち
觚
に
非
ざ
る
な
り
。
一
器
を
舉
げ
て
、
天
下
の
物
皆
な
然
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。
故
に
君
に
し
て
其
の
君
の
道
を
失
へ
ば
、
則
ち
君
た
ら
ず
と
爲
 す
。
臣
に
し
て
其
の
臣
の
職
を
失
へ
ば
、
則
ち
虛
位
と
爲
 す
）」
と
あ
る
。
こ
の
「
子
路
篇
」
や
「
雍
也
篇
」
の
孔
子
の
言
葉
は
、
兩
 々
相
俟
っ
て
、
名
實
論
の
先
驅
的
思
惟
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
名
が
正
し
く
な
い
」
と
は
、
概
念
が
明
確
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
か
ら
、
概
念
が
明
確
で
な
い
、
即
ち
實
體
が
正
し
く
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
概
念
を
規
定
す
る
言
葉
と
の
間
に
乖
離
が
生
ず
る
、
そ
の
名
を
適
切
な
言
葉
で
表
現
で
き
な
く
な
る
。
概
念
と
言
葉
の
間
に
乖
離
が
生
ず
る
と
、
何
事
も
十
全
に
成
り
立
ち
得
な
い
、
と
い
う
の
が
、「
子
路
篇
」
の
孔
子
の
言
葉
の
言
わ
ん
と
す
る
所
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
簡
潔
鮮
明
か
つ
的
確
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
「
雍
也
篇
」
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。『
集
注
』
が
敷
衍
し
て
解
釋
し
て
い
る
よ
う
に
、
名
と
實
と
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
相
異
な
い
。
名
實
論
も
考
え
て
見
れ
ば
、
鶏
が
先
か
卵
が
先
か
の
問
題
と
同
質
で
あ
る
。
前
提
絛
件
と
し
て
祭
禮
が
あ
り
、
そ
の
祭
禮
に
使
用
さ
れ
る
諸
種
の
禮
器
が
作
ら
れ
て
、
そ
の
一
つ
の
禮
器
が
觚
と
名
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
は
相
違
な
い
。
そ
の
觚
が
時
代
の
變
遷
と
祭
禮
の
形
骸
化
な
ど
で
變
質
し
て
本
來
の
觚
と
は
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
名
だ
け
は
觚
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
へ
の
批
判
疑
問
が
孔
子
の
原
理
的
名
實
論
で
あ
る
。批
判
の
對
象
に
な
っ
て
い
る
觚
に
つ
い
て
、
そ
の
素
材
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
形
狀
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
は
た
ま
た
作
り
手
に
問
題
が
あ
っ
て
實
と
名
の
乖
離
が
生
じ
て
い
る
の
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
孔
子
が
、「
こ
れ
が
觚
だ
」
と
規
定
し
て
い
た
觚
と
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
觚
と
の
間
に
は
許
容
で
き
な
い
變
容
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
親
鷄
が
産
ん
だ
卵
も
孫
鷄
の
産
ん
だ
卵
も
同
じ
く
卵
と
名
づ
け
ら
れ
る
の
と
同
質
の
問
題
が
内
在
す
る
所
に
名
實
論
が
抱
え
る
論
理
規
定
上
の
根
本
的
脆
弱
性
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
名
實
論
に
は
、
名
と
實
と
の
價
値
爭
奪
が
常
に
伴
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
實
が
名
を
超
え
て
變
容
す
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
っ
て
名
も
變
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
名
の
側
か
ら
實
の
變
容
を
批
判
し
正
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
實
自
體
を
變
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
實
自
體
を
變
容
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
名
に
ふ
さ
わ
し
い
別
の
實
を
求
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
子
路
が
孔
子
に
向
か
っ
て
、「
迂
な
る
哉
」
と
反
論
し
た
の
は
、
事
實
つ
ま
り
時
代
は
移
っ
て
い
る
こ
と
、
名
と
の
乖
離
が
甚
だ
し
く
、
新
た
な
名
つ
ま
り
實
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
直
感
的
に
提
起
し
た
か
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
孟
子
が
「
聞
誅
一
夫
紂
、
未
聞
弑
君
也
（
一
夫
紂
を
誅
す
る
を
聞
く
も
、
未
だ
君
を
弑
す
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
）」（
梁
惠
王
下
）
と
喝
破
し
た
の
は
、
そ
の
名
に
値
し
な
い
實
は
、
新
た
な
實
に
よ
っ
て
名
を
實
體
化
さ
せ
る
し
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
價
値
基
準
や
價
値
評
價
は
常
に
轉
變
し
、
そ
の
こ
と
を
論
理
的
に
許
容
す
る
必
然
性
を
も
つ
の
が
名
實
論
の
論
理
構
造
で
は
な
か
ろ
う
か
。
論
理
と
事
實
と
が
相
即
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
極
論
す
れ
ば
、
論
理
の
獨
立
性
が
保
た
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
莊
子
』が「
名
者
、
實
之
賓
也
（
名
は
、
實
の
賓
な
り
）」（
逍
遙
游
篇
）
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
論
理
の
脆
弱
性
を
問
う
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
名
と
實
と
が
相
即
性
を
保
と
う
と
し
て
い
る
、
名
が
實
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
、「
經
」
と
「
權
」
の
思
惟
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
つ
ね
」
な
る
も
の
「
名
」
が
歪
み
、
崩
れ
て
い
る
事
實
は
、「
か
り
」
の
力
が
實
と
な
っ
て
強
く
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、「
經
」
そ
れ
自
體
は
不
變
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
思
惟
構
造
で
あ
る）13
（
。
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ま
た
、『
公
羊
傳
』
に
は
「
實
與
（
ゆ
る
）
す
も
文
與
さ
ず
」
と
い
う
特
異
な
考
え
方
が
あ
る
。
こ
の
「
文
」
と
「
實
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
恩
師
の
日
原
利
國
先
生
は
、『
公
羊
傳
』
に
即
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
そ
の
論
理
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
理
念
と
現
實
、
た
て
ま
え
と
實
際
と
を
、
き
び
し
く
緊
張
關
係
に
お
き
な
が
ら
、
し
か
も
共
存
さ
せ
よ
う
と
す
る
論
理
と
解
さ
れ
る
。
だ
が
原
則
と
例
外
の
關
係
で
は
な
い
。（
中
略
）〈
文
・
實
の
論
〉
は
こ
れ
ら
と
違
う
。
一
方
を
原
則
と
し
、
他
方
を
例
外
的
に
許
容
す
る
の
で
は
な
い
。
一
見
、
〈
文
〉
―
理
念
の
強
調
の
ご
と
く
響
く
が
、〈
文
〉
と
〈
實
〉
と
は
對
等
で
あ
り
、
並
存
さ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
い
や
む
し
ろ
比
重
は
よ
り
多
く
「
實
、
與ゆる
す
」
に
か
か
る）14
（
。
こ
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、
名
と
實
と
が
相
即
す
る
、
名
が
實
に
牽
引
さ
れ
る
こ
と
が
つ
き
ま
と
う
名
實
論
に
近
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
檢
證
軸
と
し
て
の
〈
文
〉
な
る
概
念
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
實
論
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
思
惟
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
形
式
に
堕
す
懼
れ
の
あ
る
名
と
は
異
な
る
價
値
と
し
て
文
た
る
理
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
出
す
る
實
は
文
た
る
理
念
に
よ
っ
て
絶
え
ず
檢
證
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。名
實
論
で
は
名
と
實
と
は
恣
意
的
に
動
く
の
で
、
實
の
あ
り
よ
う
に
沿
っ
て
名
が
變
じ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
名
と
實
の
相
即
性
が
自
在
だ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
『
孟
子
』
の
「
道
在
爾
、
而
求
諸
遠
（
道
は
爾
（
ち
か
）
き
に
在
り
、
而
か
る
を
諸
を
遠
き
に
求
む
）」（
離
婁
上
篇
）
と
い
う
言
葉
は
、
含
蓄
が
あ
る
と
は
い
え
、
爾
き
所
、
實
な
る
所
に
即
し
て
道
を
求
め
る
で
は
、
道
と
實
と
を
相
即
さ
せ
つ
つ
、
現
實
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
と
し
、
問
題
意
識
と
し
て
は
、
現
實
に
比
重
を
置
き
、
事
實
を
優
位
に
立
た
せ
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
は
的
外
れ
な
理
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
實
と
文
の
關
係
で
は
、
文
を
超
え
て
實
を
許
容
し
よ
う
と
す
る
と
文
の
擴
大
解
釋
を
伴
う
解
釋
に
分
け
入
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、
と
考
え
る
の
が
一
般
的
に
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
實
が
優
位
に
立
つ
と
文
は
形
骸
化
す
る
こ
と
を
免
れ
難
い
。
こ
の
文
と
實
の
論
理
を
一
般
化
し
て
考
え
て
、
自
然
と
人
爲
 の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
る
と
、
人
爲
 を
文
と
す
る
か
、
自
然
を
實
と
す
る
か
、
は
た
ま
た
、
自
然
を
文
と
す
る
か
、人
爲
 を
實
と
す
る
か
、と
に
よ
っ
て
解
釋
も
多
様
に
な
る
。
文
と
實
の
問
題
を
考
え
る
と
、
相
即
關
係
を
常
に
伴
い
な
が
ら
、
文
に
せ
よ
、
實
に
せ
よ
、
そ
の
解
釋
は
多
義
性
を
伴
い
つ
つ
恣
意
的
に
な
る
。
こ
の
恣
意
性
が
中
國
の
古
典
的
論
理
の
特
質
で
あ
っ
て
、
朱
子
の
思
惟
も
そ
の
特
質
を
承
繼
し
て
い
て
、
朱
子
自
身
の
言
葉
で
は
な
い
が
、「
心
は
即
ち
體
、
欲
は
即
ち
用
、
體
は
即
ち
道
、
用
は
即
ち
義
」
と
い
う
の
は
、「
心
即
體
即
道
」
と
「
欲
即
用
即
義
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
の
と
同
じ
な
こ
と
な
の
だ
か
ら
、「
心
」
と
「
體
」
と
に
よ
っ
て
體
得
さ
れ
る
「
道
」
と
「
欲
」
と
「
用
」
と
に
よ
っ
て
顯
現
さ
せ
る
「
義
」
と
は
相
即
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
道
」
と
「
義
」
は
、
同
義
的
に
近
接
し
て
「
道
義
」
と
文
字
通
り
相
即
す
る
概
念
と
も
な
る
。
こ
の
思
惟
と
三
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
論
理
は
、『
公
羊
傳
』
が
提
起
し
て
い
る
「
實
と
文
」
で
展
開
さ
れ
て
い
る
相
即
の
論
理
の
延
長
上
に
あ
る
と
考
察
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
飛
躍
し
た
論
證
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
佛
教
哲
學
の
思
惟
で
あ
る
「
體
」「
用
」
の
論
理
を
援
用
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
中
國
古
來
の
傳
統
的
思
惟
と
通
底
す
る
解
釋
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
相
即
の
問
題
を
よ
り
補
完
的
に
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
孔
子
自
身
の
思
惟
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、『
論
語
』
の
次
の
二
つ
の
章
句
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
子
張
問
士
。
何
如
斯
可
謂
之
逹
矣
。
子
曰
、
何
哉
、
爾
所
謂
逹
者
。
子
張
對
曰
、
在
邦
必
聞
、
在
家
必
聞
。
子
曰
、
是
聞
也
。
非
逹
也
。
夫
逹
也
者
、
質
直
而
好
義
、
察
言
而
觀
色
。
慮
以
下
人
、
在
邦
必
逹
、
在
家
必
逹
。
夫
聞
也
者
、
色
取
仁
而
行
違
、
居
之
不
疑
。
在
邦
必
聞
、
在
家
必
聞
。
子
張
士
を
問
ふ
。
何
如
な
れ
ば
斯
ち
之
を
逹
と
謂
ふ
可
き
や
、
と
。
子
曰
は
く
、
何
ぞ
や
、
爾
の
所
謂
逹
な
る
者
と
は
。
子
張
對
へ
て
曰
は
く
、
邦
に
在
り
て
は
必
ず
聞
ゑ
、
家
に
在
り
て
も
必
ず
聞
ゆ
、
と
。
子
曰
は
く
、
是
聞
な
り
。
逹
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
逹
な
る
者
は
、
質
直
に
し
て
義
を
好
み
、
言
を
察
し
て
色
を
觀
、
慮
（
お
お
か
た）15
（
）
以
て
人
に
下
る
。
邦
に
在
り
て
は
必
ず
逹
し
、
家
に
在
り
て
も
必
ず
逹
す
。
夫
れ
聞
な
る
者
は
、
色
は
仁
を
取
り
て
行
ひ
は
違
ひ
、
之
に
居
り
て
疑
は
ず
。
邦
に
在
り
て
は
必
ず
聞
ゑ
、
家
に
在
て
も
必
ず
聞
ゆ
、
と
。（
顔
淵
篇
）
子
貢
曰
、
如
有
博
施
於
民
、
而
能
濟
何
如
。
可
謂
仁
乎
。
子
曰
、
何
事
於
仁
。
必
也
聖
乎
。
堯
舜
其
猶
病
諸
。
夫
仁
者
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
逹
而
逹
人
。
能
近
取
譬
、
可
謂
仁
之
方
也
已
。
子
貢
曰
は
く
、
如
し
博
く
民
に
施
し
て
、
能
く
を
濟
ふ
有
ら
ば
、
何
如
。
仁
と
謂
ふ
可
き
か
、
と
。
子
曰
は
く
、
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
。
必
ず
や
聖
な
る
か
。
堯
・
舜
も
其
れ
猶
ほ
諸
を
病
め
り
。
夫
れ
仁
者
は
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
た
し
め
、
己
逹
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
逹
せ
し
む
。
能
く
近
く
譬
を
取
る
。
仁
の
方
と
謂
ふ
可
き
の
み
。（
雍
也
篇
）
「
子
路
篇
」
と
「
雍
也
篇
」
で
孔
子
が
言
及
し
て
い
る
「
逹
」
と
い
う
言
葉
の
内
實
を
ど
う
考
え
る
か
。「
逹
」
に
つ
い
て
、
一
方
は
「
士
」
が
所
得
す
べ
き
成
果
と
し
て
の
「
逹
」
で
あ
り
、
一
方
は
「
仁
者
」
が
所
得
し
た
德
 の
實
現
形
態
が
ど
う
い
う
狀
態
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
二
章
の
「
逹
」
は
同
じ
内
容
の
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
顔
淵
篇
」
で
は
、
孔
子
は
、「
逹
」
の
内
實
を
定
義
づ
け
て
「
質
直
に
し
て
義
を
好
み
、
言
を
察
し
て
色
を
觀
、
慮
（
お
お
か
た
）
以
て
人
に
下
る
」
こ
と
と
い
う
。
か
か
る
内
實
を
備
え
た
「
士
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、「
邦
に
在
り
て
は
逹
し
、
家
に
在
り
て
も
逹
す
」
と
説
く
。
こ
の
孔
子
の
解
釋
は
何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、「
士
」
が
逹
し
て
い
て
は
じ
め
て
「
邦
」
も
「
家
」
も
逹
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
邦
」
も
「
家
」
も
逹
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
關
わ
っ
て
い
る
「
士
」
は
逹
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
逹
と
名
づ
け
る
べ
き
内
實
を
備
え
て
い
な
い
と
三
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言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
雍
也
篇
」
の
「
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
逹
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
逹
せ
し
む
」
と
い
う
の
も
上
述
と
同
様
な
内
容
を
含
意
し
て
い
る
。
己
が
立
と
う
と
望
む
な
ら
ば
、
先
ず
人
（
他
者
）
が
立
つ
こ
と
が
出
來
る
よ
う
に
し
、
己
が
逹
せ
ん
と
す
る
な
ら
、
人
が
逹
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
己
だ
け
が
立
つ
こ
と
が
出
來
、
逹
す
る
こ
と
が
出
來
る
も
の
で
は
な
い
。
己
が
立
つ
こ
と
が
出
來
、
逹
す
る
こ
と
が
出
來
る
狀
態
に
あ
る
の
は
、
人
つ
ま
り
他
者
も
立
つ
こ
と
が
出
來
て
い
て
、
逹
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
化
し
て
言
え
ば
、「
立
つ
こ
と
」「
逹
す
る
こ
と
」
は
、
そ
れ
を
望
む
人
だ
け
が
「
獨
立
」
し
た
り
、「
獨
逹
」
し
た
り
で
き
る
の
で
は
な
く
、
人
つ
ま
り
他
者
も
「
獨
立
」
し
、「
獨
逹
」
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
、初
め
て
己
の
「
獨
立
」、「
獨
逹
」
が
成
り
立
つ
と
い
う
相
即
の
關
係
に
あ
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
と
解
釋
し
て
、
初
め
て
こ
の
章
句
の
意
味
内
容
が
腑
に
落
ち
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
從
っ
て
、「
能
く
近
く
譬
を
取
る
。
仁
の
方
と
謂
ふ
可
き
の
み
」
と
い
う
孔
子
の
結
語
は
、
比
べ
て
み
れ
ば
、
二
つ
の
事
象
が
同
じ
狀
態
や
狀
況
を
現
出
し
て
い
る
と
見
定
め
る
こ
と
が
出
來
て
い
て
、
そ
れ
は
仁
が
比
方
し
て
（
な
ら
ん
で
）
い
る
狀
態
・
狀
況
だ
と
演
繹
し
て
い
る
、
仁
は
「
仁
者
」
だ
け
で
成
り
立
つ
概
念
で
は
な
く
、「
不
仁
者
」
が
そ
こ
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
仁
な
る
概
念
が
成
立
す
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
と
解
釋
す
る
の
が
妥
當
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
す
れ
ば
、
宋
學
が
仁
を
萬
物
一
體
と
規
定
し
よ
う
と
す
る
思
惟
と
こ
れ
ま
た
深
層
の
所
で
繫
が
っ
て
い
る
と
評
し
て
も
的
を
大
き
く
外
し
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
注
（
1
） 
テ
キ
ス
ト
は
『
日
本
名
家
四
書
註
釋
全
書
』
に
よ
っ
た
。
（
2
） 
テ
キ
ス
ト
は
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
論
語
徴
集
覧
』
に
よ
っ
た
。
（
3
） 『
論
語
集
注
』
1　
（
平
凡
社　
東
洋
文
庫　
二
〇
一
三
年
）
（
4
） 
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
『
新
編
諸
子
集
成
』（
第
一
輯　
一
九
九
〇
年
）
に
よ
っ
た
。
（
5
） 「
聖
人
」
に
つ
い
て
は
、
本
田
済
「
聖
人
」（「
人
文
研
究
」
第
一
九
巻　
第
一
〇
分
冊　
大
阪
市
立
大
學
一
九
六
八
年
）
を
参
照
。
（
6
） 「
自
然
」
の
訓
讀
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、森
三
樹
三
郎
「
無
爲
自
然
の
思
想
」（
人
文
書
院　
一
九
九
二
年
）
参
照
。
（
7
） 
森
三
樹
三
郎「
自
然
と
人
爲
 」（「
哲
學
研
究
」四
三
巻
一
九
六
七
年　
京
都
哲
學
會
）
參
照
。
（
8
） 「
泰
伯
篇
」
で
、「
子
曰
、
巍
巍
乎
、
舜
禹
之
有
天
下
也
、
而
不
與
焉
」
と
い
い
、「
子
曰
、
大
哉
。
堯
之
爲
君
也
、
巍
巍
乎
。
唯
天
爲
大
、
唯
堯
則
之
、
蕩
蕩
乎
。
民
無
能
名
焉
、
巍
巍
乎
。
其
有
成
功
也
、
煥
乎
其
有
文
章
」
と
堯
は
天
に
則
っ
て
い
て
、
天
子
と
い
う
存
在
を
超
え
た
名
づ
け
よ
う
の
な
い
、
つ
ま
り
名
を
持
た
ぬ
存
在
、
通
常
の
天
子
を
超
え
た
存
在
、
敢
え
て
名
づ
け
れ
ば
天
に
比
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
個
別
的
價
値
觀
の
對
象
外
の
存
在
と
言
っ
て
い
る
。
（
9
） 「
雜
草
と
い
う
名
の
草
は
な
い
」
と
は
昭
和
天
皇
の
名
言
で
あ
る
。
こ
の
言
に
從
へ
ば
、
國
民
と
い
う
名
の
民
は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
國
民
と
は
民
の
個
別
性
を
止
揚
し
た
概
念
で
あ
る
。
無
名
化
さ
れ
た
民
の
集
合
體
が
國
民
で
あ
る
。『
韓
非
子
』
に
「
喩
老
」「
解
老
」
兩
 篇
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
と
無
緣
で
三
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『
論
語
集
注
』
孔
子
聖
人
論
の
思
惟
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
無
名
化
、
個
別
性
の
否
定
超
克
と
法
思
想
と
は
無
緣
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
る
。
（
10
） 「
生
知
安
行
」
に
つ
い
て
、
土
田
健
次
郎
氏
は
、「
或
い
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
り
、
或
い
は
學
び
て
之
を
知
り
、
或
い
は
困
し
み
て
之
を
知
る
。
其
の
知
る
に
及
び
て
は
一
な
り
」（
中
庸
第
二
十
章
）「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
は
上
な
り
。
學
び
て
之
を
知
る
者
は
次
な
り
。
困
し
み
て
之
を
學
ぶ
は
又
た
其
の
次
な
り
。
困
し
み
て
學
ば
ず
、
民
斯
れ
を
下
と
爲
す
」（
季
子
篇
第
九
章
）
こ
れ
ら
は
生
ま
れ
つ
き
知
の
働
き
が
完
璧
な
存
在
が
あ
る
こ
と
を
言
う
が
、
そ
れ
が
孔
子
を
は
じ
め
と
し
た
聖
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、「
我
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
に
非
ず
」（
述
而
一
九
章
）
と
、
孔
子
自
身
が
自
分
は
生
ま
れ
つ
き
完
璧
で
は
な
い
と
言
う
語
が
あ
る
。
程
頤
や
朱
子
は
、
聖
人
は
生
ま
れ
つ
き
心
も
行
爲
も
完
璧
で
あ
っ
て
、
學
問
は
必
要
が
無
い
は
ず
な
の
だ
が
、
聖
人
自
身
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
追
認
せ
ず
、
學
ぶ
者
の
た
め
に
み
ず
か
ら
に
な
ぞ
ら
え
て
學
問
に
よ
る
向
上
を
説
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
」（
土
田
健
次
郎
『
論
語
集
注
』
補
説
）
 
　
た
だ
、程
子
と
朱
子
の
解
釈
の
間
に
は
微
妙
な
相
異
が
認
め
ら
れ
る
。
朱
子
は
、「
生
知
安
行
」
を
認
め
つ
つ
、「
獨
り
其
の
進
む
を
覺
え
て
、
人
の
知
る
に
及
ば
ざ
る
者
有
り
」
と
言
っ
て
、
孔
子
に
と
っ
て
は
、
學
ぶ
行
爲
と
そ
の
進
化
と
は
自
覺
さ
れ
て
い
る
が
、
他
者
の
そ
れ
と
は
次
元
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
他
者
の
理
解
を
超
え
て
い
た
と
し
て
、
程
子
の
「
生
知
安
行
」
説
と
の
整
合
性
を
保
と
う
と
し
て
い
る
點
が
あ
り
、
仁
齋
や
徂
徠
も
そ
の
點
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
聖
人
と
て
學
ん
で
至
っ
て
い
る
論
を
展
開
し
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
11
） 
島
田
次
『
朱
子
学
と
陽
明
學
』
で
は
、「『
聖
人
學
ン
デ
至
ル
ベ
シ
』
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
宋
學
ぜ
ん
た
い
の
根
本
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
」、「
聖
人
の
概
念
」
が
「
内
面
化
さ
れ
、仁
義
道
徳
の
完
全
な
体
現
者
と
し
て
の
聖
人
に
移
っ
て
い
た
」の
が「
宋
學
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。「
學
ん
で
聖
人
に
至
っ
た
」
仁
義
道
德
 を
體
現
す
る
人
爲
 
つ
ま
り
人
欲
を
去
る
こ
と
と
天
理
を
存
す
る
つ
ま
り
宋
學
が
理
念
化
し
た
こ
の
世
界
總
體
の
あ
る
べ
き
自
然
狀
態
の
現
出
を「
聖
人
の
内
面
化
」だ
と
理
解
す
る
の
が
當
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
人
欲
と
天
理
と
は
相
即
の
關
係
に
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
大
胆
に
言
え
ば
、
天
理
人
欲
を
内
面
化
せ
し
め
る
た
め
に
圖
ら
ず
も
相
即
の
論
理
に
行
き
着
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
人
欲
を
去
る
こ
と
と
天
理
を
存
す
る
こ
と
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
に
成
立
す
る
仁
義
道
徳
の
到
逹
で
は
な
く
、
相
即
し
て
い
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
修
養
論
的
に
言
え
ば
、人
欲
を
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
理
を
存
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
階
梯
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
天
理
の
内
實
を
ど
う
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、
人
欲
を
去
る
方
法
も
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
（
12
） 
蓋
闕
如
の
讀
み
方
に
つ
い
て
は
、
木
村
英
一
先
生
の
『
論
語
』（
講
談
社
、
昭
和
五
〇
年
）「
知
ら
な
い
所
は
言
わ
な
い
」
貌
と
い
う
解
釋
に
從
っ
た
。
（
13
） 
經
と
權
に
つ
い
て
は
、
森
三
樹
三
郎
『
中
国
文
化
と
日
本
文
化
』（
人
文
書
院
一
九
八
八
年
）
で
、
中
國
思
想
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
俯
瞰
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
『
公
羊
傳
』
の
思
想
的
特
質
に
即
し
て
は
日
原
利
國
『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』（
創
文
社　
昭
和
五
十
一
年
）
参
照
。
（
14
） 『
春
秋
公
羊
傳
の
研
究
』、
三
〇
三
頁
（
15
） 
兪
樾
『
群
經
平
議
』
の
「
無
慮
と
大
氐
と
は
同
じ
、
古
人
自
か
ら
複
語
有
る
の
み
。
亦
或
い
は
慮
と
言
ふ
に
止
ま
る
こ
と
あ
り
」
の
説
に
從
っ
た
。
 
小
論
は
、
二
十
有
五
年
の
間
同
僚
だ
っ
た
文
学
部
宇
佐
美
一
博
教
授
が
本
年
度
を
以
て
定
年
退
職
さ
れ
る
に
當
た
り
、
記
念
と
感
慨
を
込
め
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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